
●●●●がん患者等への支援（がん患者等支援部会）がん患者等への支援（がん患者等支援部会）がん患者等への支援（がん患者等支援部会）がん患者等への支援（がん患者等支援部会）

目指す姿 ○全てのがん患者やその家族が、不安や悩み、疑問に対して、いつでも身近なところで、必要な情報を手に入れることができ、その悩みや疑問が軽減している。○がん患者やその家族が活用しやすい相談支援体制の整備が進んでいる。
平成2８年度取組

１．第３期計画の必要な調査の検討
→ 事務局で評価指標を整理、第２回部会で検討。２．がん患者への支援推進事業（P2～3）→ 保健所における患者サロン等の実施→ 拠点病院等のがん患者サロン運営者会議の実施（６月29日、２月９日 実施）３．がん患者への情報提供強化事業（P4～5）→ イベントによるがん相談窓口等の周知講演会「がんになって改めて知った、走ることの意味」開催10月1日 於：郡山総合庁舎→ 相談支援センター啓発用リーフレットの作成（30,000部）４．がん診療連携協議会の取組→ がん相談支援従事者研修（奈良がん診療連携協議会 相談支援分科会主催）の継続開催（11月6日実施）がん相談支援センター利用状況調査、相談支援の評価方法の検討（PDCAサイクル）、がん相談支援センターの啓発、相談体制のあり方について検討

平成29年度取組（案）
１．がん患者・家族への相談支援事業・保健所における患者サロン等の実施（2回×３HC）・拠点病院等のがん患者サロン運営者会議の実施（2回）２．がん患者・家族への情報提供事業・がん相談支援センター啓発用リーフレットの増刷（10.000部）・「がんネットなら」の情報更新：就労相談窓口、周術期の口腔ケア等の追加・「がんネットなら」の啓発用チラシの作成（10,000部）・イベント（ﾘﾚｰﾌｫｰﾗｲﾌ奈良）会場での情報発信３．がん診療連携協議会の取組・がん相談支援従事者研修の継続・がん相談支援センター利用状況調査、相談支援の評価方法の検討、がん相談支援センターの啓発、相談体制のあり方について検討・地域相談支援フォーラムin近畿の開催（H30.2予定）開催日 平成２８年１０月１７日(月)、平成２９年２月１５日(水)

議論内容 ・がん相談支援センターの周知方法（リーフレットの周知）・相談員の体制整備について・ピアサポーターの養成の必要性について

①相談支援及び情報提供

資料1-2
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開催 日 時 内 容 参加者
吉野保健所

６月６日（金）13：30～15：30 ■交流会 7名９月９日（金）13：30～15：30 ■講演会「慈瞳さんのやさしいお話とオカリナ演奏」講師 音羽山観音寺 副住職 佐々木 慈瞳 氏■交流会 16名１２月９日（金）13：30～15：30 ■講演会「免疫力を高める食事」講師 管理栄養士 辻本 昌代 氏■交流会 7名３月１０日（金）13：30～15：30 ■交流会 ８名
郡山保健所 ８月３０日（火）13：45～16：00 ■講演「がん治療と食事①～食べられないときはどうしたらいいの？～」講師 近畿大学医学部奈良病院 栄養部管理栄養士菅野 真美 氏■交流会 13名11月２９日（火）13：45～16：00 ■講演「がん治療と食事②～バランスのいい食事って？～」講師 近畿大学医学部奈良病院 栄養部管理栄養士菅野 真美 氏■交流会 8名中和保健所 ７月２５日（月）13：30～16：00 ■講演会「主治医との付き合い方」講師 奈良県立医科大学 健康政策医学講座 教授岡本 左和子 氏■交流会 19名１月３０日（月）14：00～16：00 ■交流会 13名
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■■■■がん患者サロン運営者会議がん患者サロン運営者会議がん患者サロン運営者会議がん患者サロン運営者会議    

        ●目●目●目●目    的的的的    拠点病院や保健所等のがん患者サロン運営者を対象に、患者のニーズにあったより良いサロンの運営に向けて、サロン運営の好事例や課題を共有する場として、がん患者サロン運営者会議を実施する。  ●対象者対象者対象者対象者 拠点病院、保健所等のがん患者サロン運営者、担当者  ●内内内内    容容容容  日 時・場 所 内 容 ・ 講 師 参加者平成28年6月29日（水）15：00～17：00市立奈良病院 会議室 ・県全体のがん患者サロンの運営について・がん患者サロン運営上の工夫・課題について情報交換・市立奈良病院のがん相談支援センター・緩和ケア病棟等施設見学 16人平成29年2月9日（木）14：00～16：15奈良県立医科大学 厳橿会館 ・講演「信州大学医学部附属病院におけるひまわりサロンの取組」講師：高橋まり子氏（信州大学医学部附属病院 臨床心理士）・情報交換・奈良県立医科大学附属病院 がん相談支援センター施設見学 22人
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目指す姿 ○がん患者とその家族が抱える仕事と治療の両立についての不安が軽減され、働くことが可能で、働く意欲のあるがん患者は安心して働くことができる。○事業者において、がんやがん患者に対する理解が進んでいる。

平成2８年度取 組
１．第３期計画のための必要な調査項目の検討
→ 事務局で評価指標を整理、第２回部会で検討。→ 事業所のがん患者等への支援状況（参考指標）について、9月に職場環境調査を実施（担当：雇用政策課）２．がん患者就労支援ネットワーク事業（P7）
→ 事業者を対象とした研修会の開催奈良労働局、奈良産業保健総合支援センターと共催で研修会を開催。（１月18日 実施）３．就労支援に関する情報提供の継続（P8）→ がんネットなら、なら労働時報による情報提供４．がん診療連携協議会の取組→ 全拠点病院での社会保険労務士による就労相談の実施院内職員に対する研修会の実施国との連携によるハローワーク相談員の就労相談の実施（医大）５．国によるがん患者等への就職支援、両立支援への取組→ 奈良労働局による長期療養者就職支援事業について奈良産業保健総合支援センターによる治療と職業生活両立支援について

平成29年度取組（案）
１．がん患者への就労相談支援事業・就労相談関係者情報交換会の開催（1回）先進事例の紹介、現状・課題について情報共有・就労支援関係者に対する研修会の開催（1回）：協会けんぽ奈良支部との連携・がんネットなら、なら労働時報による情報提供２．がん診療連携協議会の取組・全拠点病院での社会保険労務士による就労相談の実施・院内職員に対する研修会の実施・国との連携によるハローワーク相談員の就労相談の実施（医大）３．国によるがん患者等への就職支援、両立支援への取組・奈良労働局による長期療養者就職支援事業について・奈良産業保健総合支援センターによる治療と職業生活両立支援について開催日 平成２８年１０月１７日(月)、平成２９年２月１５日(水)

議論内容 ・国（奈良労働局等）の長期療養者の両立支援の進め方・がん患者が不利益を受けない正しい情報について・就労相談と就職相談の周知方法（説明しなければ違いがわからない）・事業の周知の工夫（患者目線でなく、社員目線の周知方法等）

②がん患者の就労を含めた社会的な問題
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■■■■がん患者の治療と就労両立支援セミナーがん患者の治療と就労両立支援セミナーがん患者の治療と就労両立支援セミナーがん患者の治療と就労両立支援セミナー    

    ●目●目●目●目    的的的的    がん患者の仕事と治療の両立は、がん対策の重要な柱の１つになっている。そこで、がん患者が治療と就労を両立できる環境を目指し、事業者ががんに関する正しい知識や相談窓口を知り、事業者の立場からがんを持つ従業員への支援を考えるきっかけづくりとして研修会を開催する。     ＊奈良労働局、奈良産業保健総合支援センターと共催実施     ●対象者対象者対象者対象者 奈良県内の事業者、がん相談支援センター相談員等  ●内内内内    容容容容  

がん患者等への就労支援に関する事業 

日時・場所 内 容 ・ 講 師 参加者平成29年1月18日（水）13:30～16:00奈良商工会議所 中ホール テーマ「がん患者の治療と就労の両立支援について考える」●報告①「奈良県のがん対策について」奈良県医療政策部保健予防課 参事 戸毛 由樹子②「長期療養者等の就職支援について」ハローワーク大和高田専門相談部門統括職業指導官 宮本 享典③「がん患者の治療就労両立支援の現場から」奈良産業保健総合支援センター 両立支援促進員 河地 秀夫●講演「最近のがん治療と就労の両立について」講師 奈良県立医科大学 放射線腫瘍医学講座教授 長谷川 正俊 氏●意見交換「事業所として困っていること、これから支援できること」
28人
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